
観点別達成目標（評価規準）・評価基準作成にあたって
啓林館 小学校理科編集部

１．はじめに

平成17年度用「わくわく理科」指導書研究編には，各単元に評価に関するページを設けました。

・指導計画・評価計画

→学習展開とそれに合わせた観点別達成目標（評価規準）

・観点別達成目標（評価規準）・評価基準

→観点別達成目標を量的にどのように評価するかの判断基準例

観点別達成目標と評価基準は，以下のような考え方に沿って作成しましたので，それをご理解いただき，指導の実際に応じて加筆・修正してご使用いただきたいと思います。

２．観点別達成目標（評価規準）について

観点別達成目標は，学習指導要領をもとにして，教科書の学習展開に合わせて作成しました。

○観点別達成目標は，各『時』（一続きの学習展開）に対応するように割り振っています。

　→数が多くなると負担となりますので，１『時』につき１～２個を基本としました。

○それぞれの目標は，その目標を評価するのにいちばん適切な『時』に割り振りましたが，実際には，その『時』と限定せず，長期的な目で評価していく必要がありますので，活用にあたっては，その点を含み置きください。

→たとえば，単元導入での動機づけを重視して，おもに単元導入時に『自然事象への関心・意欲・態度』の目標を設定していますが，その意欲が最後まで持続するか，態度として身についたかは，単元導入時だけでなく，単元末に再評価する必要があるでしょう。

また，『科学的な思考』の目標は，観察・実験後の考察の場面などに設定していますが，実験前の予想の場面などでも評価することが可能です。

○単元末の「まとめ」や「たしかめ」「はってん」には，観点別達成目標を設定していません。

→「まとめ」では，『まとめの視点』を参考に単元の学習を振り返り，全観点の再評価をしていただきたいと思います。

→「たしかめ」「はってん」では，『たしかめの視点』『はってんの視点』を掲載し，どの観点の補充・発展になるのかを記述しています。

○理科の広場，自由研究，巻末コーナーは，学校や授業の状況で自由に取り扱っていただける内容ですので，観点別達成目標を設定していません。


３．評価基準について

評価基準は，観点別達成目標をもとにして，実際の授業を想定しながら教科書に合わせて例示しました。観点別達成目標の欄に，評価手法も例示していますので，評価に際して参考にしてください。
○A評価（十分満足できる）とB評価（おおむね満足できる）を具体的に判断できるように，A基準とB基準を設定しました。以下は，その判断の観点の一例です。

＜自然事象への関心・意欲・態度＞

・関心・意欲をもつ対象の広さ・深さの違い，学習への自主性で判断する。

・態度として定着したか，またそれをどれだけ適用しようとしているかで判断する。

＜科学的な思考＞

・多くの根拠をもとに考えているかで判断する。また，そこからどれだけ応用できるかで判断する。

＜観察・実験の技能・表現＞

・技能は，器具の操作の素早さや調べ方の計画性で判断する。

・表現は，記録の詳しさや簡潔さ，発表のていねいさやわかりやすさで判断する。

＜自然事象についての知識・理解＞

・学習内容を理解しているかで判断する。また，例示・説明できるかで判断する。

※A基準については，各単元に例示した判断基準以外にも，上記の観点を参考に柔軟な評価をしていただきたいと思います。

　→たとえば，「複数のものを調べたい」場合と「１つのものをより詳しく調べたい」場合では，どちらも関心・意欲・態度のもち方はB評価より高いと考え，A評価と判断できると思います。

○B基準に達していない場合がC評価となりますので，C基準は例示していません。かわりに『B基準に達していない場合の手立て』を掲載しています。

※『B基準に達していない場合の手立て』としては，つまずきやすい場面を中心に，具体的な方法を例示しています。「虫眼鏡で日光を見てしまう場面」など，絶対にあってはならない場面を前提にした例示はしていません。安全配慮については特に注意して教科書や指導書を作成していますので，安全に観察・実験を行うための留意点は教科書や指導書を参照し，すべての子どもに周知させてから授業を行っていただきたいと思います。

平成22年度移行措置における評価資料も，平成17年度用指導書の評価資料と同様の考え方で作成しています。適宜加筆・修正のほど，お願いいたします。








